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一
、
は
じ
め
に

淨
土
敎
に
お
け
る
主
要
な
經
典
の
一
つ
で
あ
る
『
無
量
壽
經
』
に

は
、
五
逆
を
犯
し
た
者
で
あ
る
五
逆
人
と
、
正
法
を
謗
っ
た
者
、
す
な

わ
ち
謗
法
者
は
、
極
樂
徃
生
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
に
對
し
て
、『
觀
無
量
壽
經
』（
以
下
『
觀
經
』）
に
は
、
五
逆

や
十
惡
を
犯
し
た
下
品
下
生
者
が
、
臨
終
に
「
具
足
十
念
」
し
て
徃
生

を
遂
げ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
第
二
節
に
後
述
）。
こ
の
二
經
典
の

記
述
を
受
け
て
、
中
國
・
新
羅
・
日
本
の
文
獻
で
は
、
五
逆
人
と
謗
法

者
が
徃
生
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
多
樣
な
解
釋
を
提
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
五
逆
人
と
謗
法
者
の
徃
生
可
否
を
め
ぐ
る
言
說
は
、

主
に
「
逆
謗
除
取
」
と
呼
稱
さ
れ
る
。「
逆
謗
除
取
」
と
は
、
五
逆
人

と
謗
法
者
が
、
徃
生
人
（
救
濟
の
對
𧰼
）
か
ら
除
か
れ
る
か
否
か
の
意

で
あ
る
。
早
い
用
例
と
し
て
、『
淨
土
群
疑
論
大
科
列
章
』（
以
下
『
大

科
列
章
』）
卷
三
が
あ
る
。『
大
科
列
章
』

（
１
）

で
は
、
懷
感
『
釋
淨
土
群
疑

論
』（
以
下
『
群
疑
論
』）
が
、
五
逆
人
の
徃
生
可
否
を
め
ぐ
る
十
五
家
の

說
を
示
す
箇
所
（
第
二
節
に
後
述
）
を
「
逆
謗
除
取
章
」
と
名
付
け
て
い

る
。こ

れ
ま
で
の
硏
究
で
は
、
五
逆
人
の
徃
生
可
否
と
謗
法
者
の
徃
生
可

否
と
い
う
二
つ
の
問
題
の
相
違
點
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
註
目
さ
れ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
謗
法
者
の
徃
生
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
五
逆
人
の

徃
生
に
關
す
る
言
說
と
ま
と
め
て
扱
わ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
例
え
ば
辭

典
類
に
は
、
五
逆
人
と
同
樣
に
、
謗
法
者
に
つ
い
て
も
『
無
量
壽
經
』

と
『
觀
經
』
の
記
述
は
相
違
し
て
い
る
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る（

２
）。

ま
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た
、
中
國
や
日
本
の
文
獻
で
五
逆
人
の
徃
生
可
否
に
關
し
て
論
じ
て
い

る
箇
所
を
、「
逆
謗
」
に
關
す
る
言
說
と
し
て
扱
い
、
謗
法
者
に
つ
い

て
も
五
逆
人
と
同
內
容
で
議
論
さ
れ
て
い
る
と
す
る
硏
究
も
あ
る（

３
）。

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
節
に
後
述
す
る
よ
う
に
、『
無
量
壽
經
』『
觀

經
』
に
は
謗
法
者
の
徃
生
を
說
い
て
お
ら
ず
、
經
文
に
明
示
さ
れ
て
い

る
限
り
で
は
、
謗
法
者
の
徃
生
可
否
に
つ
い
て
二
經
典
に
相
違
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
中
國
や
新
羅
の
文
獻
の
多
く
は
、
五
逆
人
の
徃
生
と

謗
法
者
の
徃
生
に
つ
い
て
、
異
な
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏

ま
え
る
と
、
謗
法
者
の
徃
生
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
五
逆
人
に
關
す
る
言

說
と
、
別
の
內
容
や
背
景
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
五
逆
人
と
は
異
な
っ
て
、
二
經
典
と
も
に
徃
生
可
と
は
說
い

て
い
な
い
謗
法
者
に
つ
い
て
、
中
國
・
新
羅
・
日
本
の
文
獻
は
い
か
な

る
理
解
を
示
し
、
そ
の
議
論
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
筆
者
は
、
特
に
平
安
後
期
に
お
け
る
議
論
に
は
、
そ
れ
ま
で
の

諸
說
に
對
す
る
獨
自
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
小
稿
で
は
、
以

下
の
文
獻
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
行
い
た
い
。
す
な
わ
ち
、
源
隆
國

（
一
〇
〇
四
～
一
〇
七
七
）
編
『
安
養
集
』（
一
〇
七
〇
頃
）、『
安
養
抄
』

（
一
一
世
紀
後
半
か
）、『
淨
土
嚴
餝
抄
』（
以
下
『
嚴
餝
抄
』）（
一
一
〇
〇

頃
）、
珍
海
（
一
〇
九
一
～
一
一
五
二
）『
決
定
徃
生
集
』（
一
一
四
二
）
で

あ
る
。

『
安
養
集
』『
安
養
抄
』『
嚴
餝
抄
』
は
、
天
台
系
の
論
義
關
係
の
書

で
あ
る
。『
安
養
集
』『
安
養
抄
』
は
「
天
台
淨
土
敎
の
義
科
要
文
集
」（

４
）

で
あ
り
、
そ
れ
に
對
し
て
『
嚴
餝
抄
』
に
は
問
答
體
で
書
か
れ
て
い
る

と
い
う
特
徵
が
あ
る
。
小
稿
で
は
、
こ
の
三
つ
を
ま
と
め
て
平
安
期
論

義
書
と
呼
稱
す
る
。『
決
定
徃
生
集
』
は
、
東
大
寺
・
醍
醐
寺
を
中
心

に
活
躍
し
た
三
論
宗
の
已
講
珍
海
が
、
淨
土
敎
信
仰
を
鼓
吹
す
る
た
め

に
著
し
た
書
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
獻
の
う
ち
、
珍
海
の
說
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
成
瀨
隆

順
氏（

５
）が

檢
討
し
、
そ
の
解
釋
の
獨
自
性
に
つ
い
て
重
要
な
指
摘
を
行
っ

て
い
る（

６
）。

し
か
し
な
が
ら
、
平
安
後
期
に
は
珍
海
の
み
で
な
く
、
天
台

系
の
論
議
で
も
謗
法
者
の
徃
生
に
關
し
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
平
安

期
論
義
書
と
『
決
定
徃
生
集
』
の
議
論
に
は
共
通
性
が
あ
る
。
珍
海
の

說
も
、
平
安
期
論
義
書
の
內
容
を
踏
ま
え
て
、
比
較
考
察
さ
れ
る
べ
き

だ
と
思
わ
れ
る
。

小
稿
で
は
、『
決
定
徃
生
集
』
に
加
え
て
天
台
系
の
論
議
に
も
註
目

す
る
こ
と
で
、
平
安
後
期
の
議
論
の
傾
向
や
、
平
安
中
期
ま
で
の
說
に

對
す
る
特
徵
を
考
察
し
た
い
。
ま
た
、
そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
檢
討
を
行
い
た
い
。
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二
、
中
國
・
新
羅
・
平
安
中
期
ま
で
の
文
獻

二
︱
一
、
中
國
・
新
羅
・
平
安
初
期
の
文
獻

本
節
で
は
、『
安
養
集
』
や
『
安
養
抄
』
以
前
の
諸
說
に
つ
い
て
整

理
を
行
う
。
ま
ず
中
國
・
新
羅
・
日
本
の
平
安
初
期
ま
で
、
次
に
良
源

『
九
品
徃
生
義
』
や
源
信
『
徃
生
要
集
』
な
ど
の
平
安
中
期
の
文
獻
に

分
け
て
論
ず
る
こ
と
と
す
る
。

謗
法
者
の
徃
生
可
否
を
め
ぐ
る
言
說
に
先
立
ち
、
五
逆
人
の
徃
生
に

關
す
る
議
論
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
冐
頭
に
少
し
觸
れ
た

が
、『
無
量
壽
經
』
卷
上（

７
）

に
は
次
の
よ
う
に
說
か
れ
て
い
る
。
以
下
、

引
用
文
に
は
私
に
傍
線
や
記
號
を
付
す
。

設
我
得
レ
佛
、
十
方
衆
生
、
至
心
信
樂
、
欲
レ
生
二
我
國
一
、
乃
至
十

念
、
若
不
レ
生
者
、
不
レ
取
二
正
覺
一
。
唯
除
二
五
逆
・
誹
謗
正
法
一
。

「
五
逆
・
誹
謗
正
法
」
は
「
唯
除
」、
す
な
わ
ち
五
逆
人
と
正
法
を
誹

謗
し
た
者
だ
け
が
、
徃
生
人
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
い
う（

８
）。

こ
れ
に
對
し
て
『
觀
經
』（

９
）に

は
、
下
品
下
生
者
に
つ
い
て
、
以
下
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

下
品
下
生
者
、
或
有
二
衆
生
一
、
作
二
不
善
業
五
逆
・
十
惡
一
、
具
二

諸
不
善
一
。
如
レ
此
愚
人
、
以
二
惡
業
一
故
、
應
下
墮
二
惡
衟
一
、
經
二

歷
多
劫
一
、
受
レ
苦
無
上
レ
窮
、
如
レ
此
愚
人
、
臨
二
命
終
時
一
、
遇
下

善
知
識
、
種
種
安
慰
、
爲
說
二
妙
法
一
、
敎
令
中
念
佛
上
。（
中
略
）

如
レ
是
至
心
、
令
二
聲
不
一レ
絶
、
具
二
足
十
念
一
、
稱
二
南
無
阿
彌
陀

佛
一
。
稱
二
佛
名
一
故
、
於
二
念
念
中
一
、
除
二
八
十
億
劫
生
死
之
罪
一
。

命
終
之
時
、
見
下
金
蓮
華
、
犹
如
二
日
輪
一
、
住
中
其
人
前
上
、
如
二

一
念
一
頃
、
卽
得
レ
徃
二
生
極
樂
世
界
一
。

五
逆
や
十
惡
を
な
し
た
下
品
下
生
者
が
、
臨
終
の
十
念
に
よ
っ
て
徃

生
を
遂
げ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、『
無
量
壽
經
』
で
は
五
逆
人
は
徃
生
不
可
だ
と
す
る

の
に
對
し
て
、『
觀
經
』
で
は
五
逆
人
が
徃
生
を
遂
げ
た
と
說
い
て
い

る
。
二
經
典
は
、
五
逆
人
の
徃
生
可
否
に
つ
い
て
相
違
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
以
下
に
列
擧
し
た
中
國
・
新
羅
・
平
安
初
期
ま
で
の
文
獻
で

は
、
こ
の
相
違
を
會
通
す
る
種
々
の
說
を
提
示
し
て
い
る
。

曇
鸞
『
無
量
壽
經
優
婆
提
舍
願
生
偈
婆
藪
槃
頭
菩
薩
造
竝
註
』（
以

下
『
徃
生
論
註
』）
卷
上（

（1
（

、
淨
影
寺
慧
遠
『
無
量
壽
經
義
疏
』
卷
下（

（1
（

、
同

『
觀
無
量
壽
經
義
疏
』
末
（
第
四
節
に
後
述
）、
信
行（

（1
（

、
吉
藏
『
觀
無
量
壽

經
義
疏
』（
第
四
節
に
後
述
）、
迦
才
『
淨
土
論
』
卷
上（

（1
（

、
善
導
『
觀
無

量
壽
經
疏
』
卷
四
「
散
善
義
」（

（1
（

、
懷
感
『
群
疑
論
』（
後
述
）、
元
曉
『
兩

卷
無
量
壽
經
宗
要
』（

（1
（

、
龍
興
『
觀
無
量
壽
經
記
』
卷
下
、
傳
智
顗
『
觀

無
量
壽
佛
經
疏
』（

（1
（

（
慧
遠
の
說
に
同
じ
）、
衟
誾
『
觀
無
量
壽
經
疏
』
卷

下
、
法
位
『
無
量
壽
經
義
疏
』
卷
上
、
玄
一
『
無
量
壽
經
記
』
卷
上（

（1
（

、



東
洋
の
思
想
と
宗
敎
　
第
四
十
一
號

（ 4 ）

憬
興
『
無
量
壽
經
連
義
述
文
贊
』（
以
下
『
述
文
贊
』）
卷
中（

（1
（

、
義
寂
『
無

量
壽
經
述
義
記
』
卷
中
、
智
光
『
無
量
壽
經
論
釋
』
卷
一
（
曇
鸞
の
說

を
受
容
）、
傳
元
曉
『
游
心
安
樂
衟
』（

（1
（

、
智
憬（

（2
（

、
源
淸
『
觀
無
量
壽
經
疏

顯
要
記
』
卷
下
。

以
上
、
二
十
の
文
獻
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
龍
興
『
觀
無
量
壽
經

記
』、
衟
誾
『
觀
無
量
壽
經
疏
』、
法
位
『
無
量
壽
經
義
疏
』、
義
寂
『
無

量
壽
經
述
義
記
』、
智
光
『
無
量
壽
經
論
釋
』、
源
淸
『
觀
無
量
壽
經
疏

顯
要
記
』
は
古
佚
で
あ
る
が
、『
安
養
集
』
に
お
け
る
引
用（

（2
（

か
ら
、
五

逆
人
の
徃
生
可
否
に
關
す
る
見
解
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
『
群
疑
論
』
卷
三
で
は
、
五
逆
人
の

徃
生
可
否
に
關
す
る
十
五
家
の
說
を
提
示
し
て
い
る
。
該
當
箇
所（

（2
（

（
以

下
、『
群
疑
論
』
Ⅰ
と
呼
稱
）
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

問
曰
、
如
二
無
量
壽
經
、
四
十
八
弘
誓
言
一
、
設
我
得
レ
佛
、
十
方

衆
生
、
至
心
信
樂
、
欲
レ
生
二
我
國
一
、
乃
至
十
念
、
若
不
レ
生
者
、

不
レ
取
二
正
覺
一
。
唯
除
二
五
逆
・
誹
謗
正
法
一
。
觀
經
言
、
下
品
下

生
者
、
或
有
二
衆
生
一
、
造
二
五
逆
・
十
惡
一
、
無
二
惡
不
一レ
造
。
經
二

歷
地
獄
一
、
受
レ
苦
無
レ
窮
、
臨
二
命
終
時
一
、
逢
二
善
知
識
、
敎
令
一レ

稱
レ
佛
、
如
レ
是
至
心
、
令
二
聲
不
一レ
絶
、
具
二
足
十
念
一
、
得
レ
生
二

西
方
一
。
何
意
二
經
、
倶
造
二
五
逆
一
、
竝
有
二
十
念
一
、
得
レ
生
二
淨

土
一
、
有
レ
取
有
レ
除
、
兩
文
不
レ
同
、
有
二
何
義
一
也
。
釋
曰
、
古

今
大
德
、
釋
二
此
兩
經
一
、
有
二
十
五
家
一
、
共
解
二
此
敎
一
。
一
、

觀
經
取
者
、
是
懺
悔
人
、
壽
經
除
者
、
是
不
二
懺
悔
一
人
。
二
、
觀

經
取
者
、
是
輕
心
造
レ
逆
人
、
壽
經
除
者
、
是
重
心
造
レ
逆
人
。

三
、
觀
經
取
者
、
唯
是
造
二
五
逆
一
人
、
壽
經
除
者
、
是
造
二
五
逆

乁
謗
法
一
人
。
四
、
觀
經
取
者
、
是
造
二
逆
類
一
人
、
壽
經
除
者
、

正
五
逆
人
。
五
、
觀
經
取
者
、
是
發
二
菩
提
心
一
人
、
壽
經
除
者
、

是
不
レ
發
二
菩
提
心
一
人
。
六
、
觀
經
取
者
、
是
至
誠
念
二
阿
彌
陀

佛
一
人
、
壽
經
除
者
、
是
不
三
至
誠
念
二
阿
彌
陀
佛
一
人
。
七
、
觀

經
取
者
、
是
十
信
菩
薩
人
、
壽
經
除
者
、
非
二
十
信
菩
薩
一
人
。

八
、
觀
經
取
者
、
非
二
闡
提
一
人
、
壽
經
除
者
、
是
闡
提
人
。
九
、

觀
經
取
者
、
是
對
二
已
造
レ
逆
人
一
、
壽
經
除
者
、
是
對
二
未
レ
造
レ

逆
人
一
。
十
、
觀
經
取
者
、
是
開
門
、
壽
經
除
者
、
是
遮
門
。
十

一
、
觀
經
取
者
、
說
二
五
逆
業
、
是
不
定
業
、
爲
レ
可
レ
轉
時
一
、

壽
經
除
者
、
說
二
五
逆
業
、
是
定
業
、
不
レ
可
レ
轉
時
一
。
十
二
、

觀
經
取
者
、
燸
頂
位
人
、
壽
經
除
者
、
非
二
燸
頂
位
一
人
。
十
三
、

觀
經
取
者
、
種
二
解
脫
分
善
根
一
人
、
壽
經
除
者
、
是
不
レ
種
二
解

脫
分
善
根
一
人
。
十
四
、
觀
經
取
者
、
是
第
二
階
人
、
壽
經
除
者
、

是
第
三
階
人
。
十
五
、
觀
經
取
者
、
是
唯
具
二
足
十
念
一
人
、
壽
經

除
者
、
是
通
下
具
二
足
十
念
一
、
乁
不
レ
具
二
足
十
念
一
人
上
。

こ
こ
で
懷
感
は
、
五
逆
を
造
っ
た
者
に
つ
い
て
、
な
ぜ
二
經
典
に
は
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「
取
」
と
「
除
」
の
不
同
が
あ
る
の
か
と
問
い
、十
五
家
の
說
を
引
く
。

十
五
家
の
う
ち
、「
一
」「
三
」「
五
」「
七
」「
九
」「
十
」「
十
一
」

「
十
四
」「
十
五
」
の
九
家
は
、
前
揭
の
文
獻
に
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、「
一
」
は
元
曉
『
兩
卷
無
量
壽
經
宗
要
』、「
三
」
は
曇
鸞
『
徃
生

論
註
』、「
五
」
は
衟
誾
『
觀
無
量
壽
經
疏
』
が
二
說
示
す
う
ち
の
第

一
の
說
、「
七
」
は
慧
遠
『
無
量
壽
經
義
疏
』『
觀
無
量
壽
經
義
疏
』、

「
九
」
は
衟
誾
の
第
二
の
說
、「
十
」
は
迦
才
『
淨
土
論
』、「
十
一
」
は

義
寂
『
無
量
壽
經
述
義
記
』、「
十
四
」
は
信
行
、「
十
五
」
は
懷
感
自

身
の
說
に
該
當
す
る（

（2
（

。
殘
り
の
六
家
は
ど
の
文
獻
に
當
た
る
か
、
現
在

で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
平
安
期
の
文
獻
は
『
群
疑
論
』
Ⅰ
を
通
し

て
、
こ
れ
ら
六
家
の
說
に
も
觸
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
總

計
す
る
と
、
平
安
期
に
は
二
十
六
ほ
ど
の
說
が
受
容
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る（

（2
（

。

こ
れ
ら
約
二
十
六
の
說
は
槪
し
て
、『
觀
經
』
に
說
く
よ
う
に
、
あ

る
條
件
を
滿
た
せ
ば
五
逆
人
で
あ
っ
て
も
徃
生
で
き
、『
無
量
壽
經
』

は
そ
の
條
件
を
滿
た
せ
な
か
っ
た
場
合
に
當
た
る
と
い
う
觀
點
か
ら
、

二
經
典
を
會
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
徃
生
可
と
す
る
條
件

の
內
實
は
多
樣
で
あ
る
が
、
五
逆
人
も
徃
生
可
能
で
あ
る
と
認
め
る
點

は
共
通
す
る
。

續
い
て
、
謗
法
者
の
徃
生
を
め
ぐ
る
言
說
に
つ
い
て
整
理
を
行
い
た

い
。
さ
き
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
謗
法
者
に
つ
い
て
は
、『
無
量
壽
經
』

は
「
唯
除
」
と
說
く
が
、『
觀
經
』
に
は
言
乁
が
な
い
。
つ
ま
り
二
經

典
は
、
經
文
に
明
示
さ
れ
る
限
り
で
は
、
謗
法
者
の
徃
生
可
否
に
關
し

て
特
に
相
違
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
諸
師
は
、
謗
法
者
が

徃
生
で
き
る
か
ど
う
か
に
關
し
て
は
、
あ
ま
り
論
じ
て
い
な
い
。
言
乁

す
る
の
は
、
さ
き
に
擧
げ
た
五
逆
人
の
徃
生
を
論
ず
る
文
獻
の
う
ち
、

半
數
以
下
で
あ
る
。
該
當
す
る
も
の
を
擧
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
。曇

鸞
『
徃
生
論
註
』、
吉
藏
『
觀
無
量
壽
經
義
疏
』、
迦
才
『
淨
土

論
』、
元
曉
『
兩
卷
無
量
壽
經
宗
要
』、
衟
誾
『
觀
無
量
壽
經
疏
』、
憬

興
『
述
文
贊
』、
義
寂
『
無
量
壽
經
述
義
記
』、
智
光
『
無
量
壽
經
論

釋
』、
智
憬
、
傳
元
曉
『
游
心
安
樂
衟
』。

こ
れ
ら
の
文
獻
で
は
、
五
逆
人
に
對
し
て
謗
法
者
は
徃
生
不
可
で
あ

る
と
、
五
逆
人
の
徃
生
可
否
と
謗
法
者
の
徃
生
可
否
に
つ
い
て
、
明
確

に
區
別
し
て
捉
え
て
い
る
。
例
え
ば
元
曉
は
、『
兩
卷
無
量
壽
經
宗
要
』
の

前
揭
箇
所
で
、「
彼
觀
經
中
、
不
レ
除
二
五
逆
一
、
唯
除
下
誹
二
謗
方
等
一
之

罪
上
。
今
此
兩
卷
經
中
、
說
言
レ
除
二
其
五
逆
・
誹
謗
正
法
一
」
と
述
べ

て
、『
無
量
壽
經
』『
觀
經
』
の
雙
方
に
お
い
て
、
謗
法
者
は
徃
生
人
か

ら
除
か
れ
て
い
る
と
明
言
す
る
。
こ
れ
は
、『
無
量
壽
經
』
と
『
觀
經
』

の
記
述
に
卽
し
た
理
解
だ
と
い
え
よ
う
。
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十
惡
の
う
ち
の
邪
見
や
、
五
逆
の
中
の
出
佛
身
血
や
破
和
合
僧
な
ど

は
、
行
爲
の
內
容
と
し
て
は
謗
法
と
重
な
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、『
徃
生
論
註
』
の
前
揭
箇
所
で
は
、
三
つ
の
觀
點
か
ら
、

五
逆
罪
と
謗
法
罪
が
相
違
す
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
曇
鸞
を
は
じ
め

と
す
る
前
揭
の
諸
師
は
、
謗
法
と
他
の
惡
業
を
明
確
に
分
け
て
捉
え
て

お
り
、
そ
の
た
め
五
逆
人
と
謗
法
者
の
徃
生
可
否
を
區
別
し
た
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
謗
法
者
は
徃
生
不
可
と
い
う
理
解
を
明
示
す
る
文
獻

に
對
し
て
、
善
導
と
懷
感
の
著
作
で
は
、
謗
法
者
で
も
徃
生
で
き
る

と
い
う
特
徵
的
な
立
場
を
示
し
て
い
る
。
ま
ず
善
導
は
、『
觀
無
量
壽

經
疏
』
の
前
揭
箇
所
で
「
抑
止
門
」
と
い
う
解
釋
を
示
し
、
經
典
に

「
除
」
と
說
か
れ
て
い
る
の
は
、
罪
を
犯
す
こ
と
を
豫
め
誡
め
る
た
め

で
あ
る
と
說
く
。
す
な
わ
ち
善
導
は
、
五
逆
人
や
謗
法
者
で
も
、
阿
彌

陀
佛
の
大
悲
に
よ
っ
て
救
濟
さ
れ
る
と
し
て
、
兩
者
を
徃
生
可
だ
と
見

做
し
た
の
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
說
は
、
後
代
に
お
い
て
「
抑
止
門
」「
攝
取

門
」
と
呼
稱
さ
れ
る
。
法
然
や
そ
の
門
下
は
偏
に
こ
の
「
抑
止
門
」「
攝

取
門
」
の
說
に
依
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
文
獻
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
註

目
さ
れ
な
く
な
る
。

懷
感
は
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
十
五
家
の
異
說
を
示
す
章
段
に
お

い
て
は
、
主
に
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
の
徃
生
可
否
に
つ
い
て
議
論
し
て

い
る
（『
群
疑
論
』
Ⅰ
）。
そ
れ
に
對
し
て
、
以
下
に
揭
げ
る
『
群
疑
論
』

卷
四（

（2
（

（
以
下
、『
群
疑
論
』
Ⅱ
と
呼
稱
）
で
は
、
謗
法
者
の
徃
生
に
つ
い
て

論
じ
て
い
る
。

問
曰
、
法
華
經
說
、
謗
二
斯
經
一
者
、
常
生
二
難
處
一
、
永
不
レ
見
二

佛
衆
圣
中
尊
一
。
如
何
此
經
謗
法
之
人
、
得
レ
生
二
西
方
一
、
見
佛
聞

法
、
永
離
二
衆
苦
一
、
若
爾
如
何
常
生
二
難
處
一
。
釋
曰
、
觀
經
言
、

如
レ
此
愚
人
、
無
二
惡
不
一レ
造
、
經
二
歷
地
獄
一
、
受
レ
苦
無
レ
窮
。
下

言
、
念
佛
十
聲
、
得
レ
生
二
淨
土
一
。
若
言
二
常
生
難
處
一
、
不
レ
許
二

便
永
離
一レ
彼
、
彼
既
受
レ
苦
無
レ
窮
、
甯
得
レ
徃
二
生
極
樂
一
。
故
知
、

無
窮
苦
報
、
罪
滅
便
卽
有
窮
、
常
生
難
處
、
惡
消
何
妨
レ
見
レ
佛
。

こ
こ
で
は
、『
觀
經
』
に
基
づ
き
、
謗
法
者
の
徃
生
は
可
能
で
あ
る

こ
と
を
說
く
。
そ
の
際
に
懷
感
は
、『
觀
經
』
に
は
「
無
惡
不
造
」
の

者
が
徃
生
を
遂
げ
た
こ
と
が
說
か
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
懷

感
は
、『
觀
經
』
に
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
無
惡
不
造
」
の
下
品

下
生
者
の
犯
し
た
惡
業
に
は
、
實
は
謗
法
も
含
ま
れ
る
と
理
解
し
た
の

で
あ
る
。

二
︱
二
、
平
安
中
期
の
文
獻

續
い
て
、
平
安
中
期
の
文
獻
の
記
述
を
整
理
し
た
い
。
中
國
・
新
羅

の
み
で
な
く
日
本
の
平
安
期
に
お
い
て
も
、
良
源
や
源
信
な
ど
に
よ
っ
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て
、
二
經
典
の
相
違
を
め
ぐ
る
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
梯
信
曉
氏

は
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「
大
乘
佛
敎
で
は
阿
闍
世
の
救
濟
を
目
指

す
傾
向
が
顯
著
と
な
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
本
項
（
五
逆
・
謗

法
の
罪
人
の
徃
生
可
否
）
が
佛
敎
を
學
ぶ
す
べ
て
の
者
に
關
わ
る
論
題
で

あ
る
こ
と
は
閒
違
い
な
い
」
た
め
だ
と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

ま
ず
良
源
『
九
品
徃
生
義
』（

（2
（

は
、
五
逆
を
造
っ
た
者
の
徃
生
を
問

い
、
前
揭
の
傳
智
顗
『
觀
無
量
壽
經
疏
』
や
義
寂
『
無
量
壽
經
述
義

記
』
の
說
を
參
照
し
て
い
る
。
ま
た
源
信
は
、『
徃
生
要
集
』
卷
下
、

大
文
第
十（

（2
（

で
、
五
逆
人
の
徃
生
を
め
ぐ
っ
て
、
智
憬
や
『
群
疑
論
』
Ⅰ

な
ど
を
參
照
し
つ
つ
、
自
身
の
見
解
を
示
す
。
た
だ
し
良
源
や
源
信

は
、
あ
く
ま
で
五
逆
人
の
徃
生
を
主
題
と
し
た
議
論
を
行
っ
て
お
り
、

謗
法
者
の
徃
生
可
否
に
關
す
る
理
解
に
つ
い
て
は
明
示
し
て
い
な
い
。

も
っ
と
も
『
徃
生
要
集
』
に
は
、
謗
法
罪
の
除
滅
や
謗
法
者
の
救
濟

を
說
く
經
論
、
特
に
『
觀
佛
三
昧
海
經
』
の
文
を
引
用
す
る
箇
所
が
數

か
所
見
ら
れ
る（

（3
（

。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
源
信
は
謗
法
者
の
救
濟
を
說

こ
う
と
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
『
徃
生
要
集
』
で
は
、

謗
法
者
の
徃
生
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、

源
信
の
眞
意
は
明
ら
か
で
は
な
い（

（3
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
次
節
に
見
る

平
安
期
論
義
書
や
『
決
定
徃
生
集
』
な
ど
の
よ
う
に
、
謗
法
者
の
徃
生

可
否
と
い
う
問
題
に
註
目
す
る
こ
と
は
、
良
源
や
源
信
ら
に
お
い
て
は

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

良
源
ら
と
同
じ
く
平
安
中
期
の
天
台
僧
と
し
て
、
禪
瑜
が
い
る
が
、

そ
の
淨
土
敎
關
係
の
著
作
『
阿
彌
陀
新
十
疑
』「
第
六
疑
」（

（3
（

に
は
、
以

下
の
よ
う
な
特
徵
的
な
記
述
が
あ
る
。

第
六
疑
云
、
犯
二
五
逆
罪
一
、
可
レ
生
二
極
樂
一
耶
。
答
、
說
二
下
品

下
生
一
云
、
造
二
十
惡
・
五
逆
一
人
、
臨
終
之
時
、
雖
レ
不
レ
能
二
心

念
一
、
而
依
三
口
稱
二
南
無
阿
彌
陀
佛
一
、
得
二
徃
生
一
也
。（
中
略
）

問
、（
中
略
）
何
者
、
觀
無
量
壽
經
下
文
、
幷
無
量
壽
經
同
云
、
除
二

五
逆
・
謗
正
法
一
。
然
說
二
下
品
中
下
生
人
一
云
、
犯
二
十
惡
・
五

逆
一
徃
生
也
。
一
經
之
二
說
、
不
レ
可
レ
不
二
和
會
一
耶
。
答
、
方
等

經
、
具
二
四
敎
說
一
。
除
二
五
逆
・
謗
法
一
、
通
敎
之
意
也
。
不
レ
除

者
、
圓
敎
之
意
也
。
說
二
貪
欲
卽
是
衟
、
恚
癡
亦
復
然
一
。
豈
非
二

方
等
部
一
乎
。　

こ
こ
で
禪
瑜
は
、『
觀
經
』
に
は
「
五
逆
・
謗
法
」
の
徃
生
を
認
め

な
い
通
敎
と
、
認
め
る
圓
敎
の
意
と
の
兩
方
が
あ
る
と
い
う
理
解
を
示

す（
（3
（

。
す
な
わ
ち
禪
瑜
は
、「
圓
敎
之
意
」
か
ら
、
五
逆
人
と
謗
法
者
兩

方
の
徃
生
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

禪
瑜
が
「
圓
敎
之
意
」
を
述
べ
る
際
に
根
據
と
し
て
い
る
の
は
、「
貪

欲
卽
是
衟
、
恚
癡
亦
復
然
」
と
い
う
文
で
あ
る
。
大
久
保
良
峻
氏
に
よ

れ
ば
、
こ
の
文
は
『
諸
法
無
行
經
』
卷
下（

（3
（

や
『
大
智
度
論
』
卷
六（

（3
（

に
基
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づ
き
、「
煩
惱
卽
菩
提
・
生
死
卽
涅
槃
」
と
同
樣
の
槪
念
と
し
て
重
要

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
大
久
保
氏
は
、
こ
の
文
が
、
中
古
天
台

の
本
覺
思
想
が
現
實
肯
定
を
力
說
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘

す
る（

（3
（

。
禪
瑜
は
こ
の
箇
所
で
、
あ
く
ま
で
五
逆
罪
を
犯
し
た
者
の
徃
生
可
否

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
た
め
、
謗
法
者
が
徃
生
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
註
目
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

禪
瑜
の
說
は
、
さ
き
に
見
た
善
導
や
懷
感
（『
群
疑
論
』
Ⅱ
）
と
は
異
な

る
觀
點
か
ら
、
五
逆
人
と
謗
法
者
の
雙
方
を
徃
生
可
で
あ
る
と
見
做
す

も
の
で
あ
り
、
次
節
に
見
る
よ
う
に
、
平
安
期
論
義
書
に
大
き
な
影
響

を
乁
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
中
國
・
新
羅
・
平
安
初
期
ま
で
の
文
獻
で

は
、
五
逆
人
の
徃
生
を
め
ぐ
る
多
樣
な
解
釋
に
比
べ
て
、
謗
法
者
の
徃

生
に
つ
い
て
の
言
乁
は
少
な
く
、
議
論
す
る
と
し
て
も
、
徃
生
不
可
と

い
う
見
解
を
提
示
す
る
こ
と
が
主
で
あ
る
。
謗
法
者
で
も
徃
生
で
き
る

と
主
張
し
て
い
る
の
は
、
善
導
と
懷
感
の
み
で
あ
る
。
一
方
、『
九
品

徃
生
義
』
や
『
徃
生
要
集
』
な
ど
の
日
本
の
平
安
中
期
の
文
獻
で
も
、

謗
法
者
の
徃
生
に
つ
い
て
詳
細
に
論
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
特
に
行
わ

れ
て
い
な
い（

（3
（

。
こ
れ
は
、
中
國
や
新
羅
の
諸
說
を
受
け
た
た
め
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
對
し
て
平
安
後
期
の
文
獻
は
、
五
逆
人
の
徃
生
と
い
う
問
題

と
分
け
て
、
謗
法
者
の
徃
生
可
否
に
つ
い
て
論
じ
、
謗
法
者
で
も
徃
生

で
き
る
こ
と
を
積
極
的
に
主
張
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
次
節
で
は
、

ま
ず
平
安
期
論
義
書
を
取
り
上
げ
た
い
。

三
、
平
安
期
論
義
書

三
︱
一
、『
安
養
集
』『
安
養
抄
』

本
節
で
は
、『
安
養
集
』『
安
養
抄
』『
嚴
餝
抄
』
の
順
で
檢
討
し
て

い
き
た
い
。

『
安
養
集
』
卷
十（

（3
（

で
は
、「
五
逆
・
謗
法
生
不
生
」
と
い
う
論
題
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。『
無
量
壽
經
』『
觀
經
』
の
相
違
を
め
ぐ
っ
て
論
ず
る

文
獻
が
多
數
引
用
さ
れ
、
善
導
や
懷
感
の
引
用
も
見
ら
れ
る
。
と
り
わ

け
懷
感
の
說
と
し
て
、
五
逆
人
の
徃
生
を
論
ず
る
『
群
疑
論
』
Ⅰ
の
み

で
な
く
、
謗
法
者
の
徃
生
は
可
能
だ
と
說
く
『
群
疑
論
』
Ⅱ
も
引
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、『
安
養
集
』
の
編
者
は
、
謗
法
者
の
徃
生
可
否
に
も

關
心
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
『
安
養
抄
』
卷
二（

（3
（

で
は
、「
問
五
逆
・
謗
法
者
生
二
極
樂
一
耶

［
八
、
加
觀
經
意
誹
二
謗
正
法
一
者
可
レ
云
レ
生
二
極
樂
一
歟
］」
と
い
う
論

題
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。「
五
逆
・
謗
法
者
生
二
極
樂
一
耶
」
と
い
う
問

い
は
『
安
養
集
』
と
同
樣
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
そ
の
下
に
「
誹
二
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謗
正
法
一
者
可
レ
云
レ
生
二
極
樂
一
歟
」、
す
な
わ
ち
正
法
を
謗
っ
た
者
が

徃
生
す
る
と
云
う
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
い
を
割
註
で
書
き
加
え
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。『
安
養
抄
』
の
編
者
は
、
謗
法
者
の
徃
生
可
否
に
註

目
し
て
、
五
逆
人
と
は
分
け
て
問
題
に
し
て
い
る
。

『
安
養
抄
』
は
、『
安
養
集
』
と
同
樣
に
、
先
行
す
る
文
獻
の
說
を
い

く
つ
か
引
き
、
善
導
や
懷
感
の
引
用
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
さ
き
に

擧
げ
た
謗
法
者
の
徃
生
を
說
く
『
阿
彌
陀
新
十
疑
』
を
受
容
し
て
い

る
。
ま
た
、
本
論
題
の
最
後
の
記
述
か
ら
も
、『
安
養
抄
』
の
編
者
が
、

謗
法
者
で
も
徃
生
で
き
る
と
い
う
見
解
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え

る
。
該
當
箇
所（

（4
（

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

不
空
羂
索
經
第
十
一
云
［
題
云
二
神
變
眞
言
經
菩
提
志
記
一
］、
爾

時
觀
世
音
菩
薩
、
語
二
執
金
剛
祕
密
主
一
言
、（
中
略
）
若
有
二
苾
芻

苾
芻
尼
・
國
王
王
子
・
妃
后
采
女
・
大
臣
僚
佐
・
族
姓
男
女
一
、

七
日
七
夜
、
以
二
諸
香
花
一
、
恭
敬
供
養
、
受
二
持
讀
三
誦
最
勝
明

王
眞
言
悉
地
王
眞
言
一
者
、
則
得
レ
除
二
滅
無
始
時
來
誹
謗
正
法
、

八
難
大
怖
、
十
六
地
獄
匱
法
之
罪
一
、（
中
略
）
將
下
徃
二
淨
土
一
、

蓮
華
化
生
、
得
中
淨
身
上
。（
中
略
）
依
二
此
文
一
者
、
誹
二
謗
正
法
一

者
、
亦
得
二
徃
生
一
歟
。

こ
こ
で
は
、『
不
空
羂
索
神
變
眞
言
經
』
卷
十
一（

（4
（

を
引
き
、「
依
二
此

文
一
者
、
誹
二
謗
正
法
一
者
、
亦
得
二
徃
生
一
歟
」
と
、
こ
の
文
に
よ
る
な

ら
ば
謗
法
者
も
徃
生
で
き
る
と
い
う
、
編
者
自
身
の
見
解
を
述
べ
て
い

る
。『
安
養
抄
』
は
要
文
集
で
あ
る
た
め
、
編
者
の
理
解
が
記
さ
れ
て

い
る
と
い
う
の
は
珍
し
い
。『
安
養
抄
』
で
は
、『
阿
彌
陀
新
十
疑
』
の

受
容
に
加
え
て
、
謗
法
者
の
救
濟
を
說
く
經
文
と
い
う
新
た
な
論
據
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
謗
法
者
で
も
徃
生
で
き
る
と
證
明
し
よ
う
と
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

三
︱
二
、『
嚴
餝
抄
』

『
嚴
餝
抄
』
か
ら
は
、
議
論
の
內
容
を
詳
細
に
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。『
嚴
餝
抄
』（

（4
（

で
は
、
第
十
五
番
目
の
論
題
と
し
て
「
五
逆
・
謗

法
者
皆
生
二
極
樂
世
界
一
乎
」
と
い
う
問
い
を
設
け
、
以
下
の
よ
う
な
議

論
を
行
っ
て
い
る
。

（
Ａ
）
問
、
五
逆
・
謗
法
者
、
皆
生
二
極
樂
世
界
一
乎
。
答
、
觀
經

疏
云
、
此
經
能
令
三
五
逆
罪
滅
徃
二
生
淨
土
一
者
、
此
經
大
力
用
也

［
文
］。
五
逆
・
謗
法
者
、
生
二
極
樂
一
可
レ
云
也
。
疑
云
、
爾
也
。

觀
經
造
二
惡
業
一
人
、
生
二
極
樂
一
云
事
不
レ
明
。
五
逆
是
猛
利
最
重

惡
業
。
經
論
呼
名
二
決
定
應
受
業
一
。（
中
略
）
造
二
此
業
一
人
、
何

生
二
極
樂
一
云
乎
。（
中
略
）
答
、（
中
略
）（
Ｂ
）
但
至
二
決
定
應
受

業
云
一
者
、
敎
門
方
便
、
隨
他
意
語
之
說
。
圓
門
實
義
、
一
家
天

台
意
、
諸
法
無
二
定
性
一
、
善
惡
自
レ
本
一
如
、
業
隨
レ
心
轉
、
一
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切
業
皆
不
定
業
明
。
故
妙
樂
大
師
、
若
其
⺇
感
厚
、
定
業
亦
能
轉

判
、
懷
感
禪
師
、
於
二
諸
大
乘
了
義
敎
中
一
、
說
二
一
切
業
悉
皆
不

定
一
宣
。（
中
略
）
但
二
經
各
出
二
一
意
一
云
事
者
、（
Ｃ
）
禪
瑜
僧

都
云
、
方
等
經
具
說
二
四
敎
一
故
、
除
二
五
逆
・
謗
法
一
等
云
者
、

通
敎
意
也
。
五
逆
罪
得
二
徃
生
一
云
者
、
圓
敎
意
也
。
貪
欲
卽
是

衟
、
逆
卽
順
等
云
故
也
［
私
云
、
如
レ
上
任
レ
意
也
］。
私
云
、
今

聊
加
二
潤
色
一
。
雙
觀
除
者
、
約
二
部
大
旨
一
。
以
二
權
門
意
一
、
逆

罪
決
定
業
之
故
也
。
觀
經
許
二
逆
者
徃
生
一
者
、
以
二
圓
門
實
義
一
、

顯
二
彌
陀
稱
念
功
德
、
十
六
觀
力
殊
勝
事
一
也
。
意
定
業
、
十
六
妙

觀
乁
念
佛
之
力
、
妙
能
轉
云
事
說
顯
耳
。
二
經
各
出
二
一
意
一
、
尤

有
二
深
所
以
一
者
歟
。

ま
ず
（
Ａ
）
で
は
、「
五
逆
・
謗
法
者
」
の
徃
生
を
問
い
、
傳
智
顗

『
觀
無
量
壽
經
疏
』（

（4
（

を
參
照
し
て
答
え
て
い
る
。『
觀
無
量
壽
經
疏
』
は

主
に
五
逆
人
の
徃
生
に
つ
い
て
言
乁
す
る
の
み
で
あ
る
が
、（
Ａ
）
で

は
『
觀
無
量
壽
經
疏
』
を
も
と
に
、「
五
逆
・
謗
法
者
」
の
雙
方
が
徃

生
で
き
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
Ａ
）
の
後
に
は
、
主
に
五
逆
人
の
徃
生
に
つ
い
て
の
論
證
が
行
わ

れ
、
謗
法
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
第
十
六
番
目
の
論
題
で
論
じ
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
の
議
論
も
本
箇
所
と
關
わ
っ

て
い
る
た
め
、（
Ａ
）
以
降
の
內
容
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
Ｂ
）
で
は
、
五
逆
は
「
決
定
應
受
業
」
で
あ
る
と
い
う
反
論
に
對

し
て
、「
一
切
業
皆
不
定
業
」
と
い
う
觀
點
か
ら
會
通
を
行
う
。
そ
の

際
に
は
、「
妙
樂
大
師
」（

（4
（

に
加
え
て
、「
懷
感
禪
師
」
の
說
も
根
據
と
し

て
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
以
下
の
『
群
疑
論
』
卷
五（

（4
（

の
箇
所
（
以

下
、『
群
疑
論
』
Ⅲ
と
呼
稱
）
を
指
す
。

問
曰
、（
中
略
）
經
說
、
五
逆
是
生
報
業
。
卽
是
時
定
報
亦
定
業
。

如
何
觀
經
言
三
五
逆
罪
滅
、
得
レ
生
二
西
方
一
耶
。
釋
曰
、（
中
略
）

於
二
諸
大
乘
了
義
敎
中
一
、
說
二
一
切
業
悉
皆
不
定
一
。（
中
略
）
如
レ

是
等
諸
大
乘
經
論
、
咸
說
二
五
逆
罪
等
一
、
皆
名
二
不
定
業
一
、
悉

得
二
消
滅
一
。
今
觀
經
、
既
是
大
乘
經
典
、
明
下
念
二
阿
彌
陀
佛
一
五

逆
罪
滅
上
、
有
二
何
疑
一
也
。

こ
こ
で
懷
感
は
、
五
逆
人
の
徃
生
の
證
明
に
際
し
て
、
大
乘
に
お
い

て
、
五
逆
罪
は
果
を
受
け
る
こ
と
が
定
ま
っ
た
定
業
で
は
な
く
、
そ
の

逆
の
不
定
業
だ
と
主
張
す
る
。
こ
の
箇
所
に
は
す
で
に
源
信
が
註
目
し

て
お
り（

（4
（

、『
嚴
餝
抄
』
も
そ
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い
。

次
の
（
Ｃ
）
で
は
、『
阿
彌
陀
新
十
疑
』
を
引
用
し
て
、『
無
量
壽

經
』
の
「
唯
除
」
は
「
權
門
意
」
で
あ
り
、『
觀
經
』
の
徃
生
は
「
圓

門
實
義
」「
圓
敎
意
」
に
よ
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
に
本
論
題
で

は
、
五
逆
人
の
徃
生
を
證
明
す
る
際
に
、
懷
感
や
禪
瑜
ら
を
受
け
て
、

「
一
切
業
皆
不
定
業
」
や
「
圓
門
實
義
」
な
ど
の
觀
點
か
ら
論
じ
て
い
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る
。こ

れ
を
受
け
て
、
次
に
「
觀
經
意
謗
二
正
法
一
者
生
二
極
樂
一
可
レ
云

乎
」、
す
な
わ
ち
『
觀
經
』
の
意
に
お
い
て
は
、
謗
法
者
は
極
樂
徃
生

で
き
る
の
か
否
か
と
い
う
論
題
が
設
け
ら
れ
る
。
五
逆
人
と
は
分
け

て
、
謗
法
者
の
徃
生
に
焦
點
を
當
て
て
い
る
點
は
、
さ
き
に
觸
れ
た

『
安
養
抄
』
と
通
ず
る
。
議
論
の
內
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（

（4
（

。

十
六
、
觀
經
意
、
謗
二
正
法
一
者
、
生
二
極
樂
一
可
レ
云
乎
。
答
、

（
Ｄ
）
兩
方
。
或
云
レ
可
レ
生
。
疑
云
、
兩
方
不
レ
明
。
若
云
レ
生

者
、（
Ｅ
）
見
二
觀
經
文
一
、
十
惡
・
五
逆
徃
生
云
、
不
レ
明
二
謗
正

法
者
徃
生
一
乎
。
若
依
レ
之
不
レ
生
云
者
、（
Ｆ
）
宿
善
開
發
、
徃

生
時
至
者
、
念
佛
力
相
助
者
、
雖
二
誹
謗
正
法
之
人
一
、
何
無
二
徃

生
一
乎
。（
Ｇ
）
諸
法
無
二
定
相
一
、
一
切
業
皆
自
性
不
可
得
云
時
、

何
轉
二
逆
罪
一
、
不
レ
滅
二
謗
法
罪
一
可
レ
云
耶
。
答
、
先
存
二
兩
方
答
一
。

（
Ｈ
）
若
生
云
、
觀
經
不
レ
擧
レ
之
者
、
存
レ
略
不
二
具
載
一レ
之
矣
。

未
レ
斥
者
乎
。（
Ｉ
）
次
云
レ
不
レ
生
、
至
二
衟
理
一
者
、
惣
淸
二
實
義
一

之
時
、
謗
二
正
法
一
罪
、
何
不
レ
滅
レ
之
乎
。
但
於
二
觀
經
時
一
者
、

誰
知
、
滅
二
五
逆
罪
一
不
レ
滅
二
謗
法
一
云
、
時
宜
⺇
叶
矣
。
游
心
安

樂
集
云
、
觀
經
除
レ
謗
二
大
乘
業
一
［
云
々
］。

（
Ｄ
）
で
は
、
謗
法
者
が
徃
生
で
き
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
、「
兩

方
」
あ
る
い
は
「
可
生
」
と
い
う
理
解
を
示
す
。
こ
れ
以
降
は
、
徃
生

可
と
徃
生
不
可
と
い
う
立
場
に
對
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
反
論
が
行
わ
れ
て

い
く
こ
と
と
な
る
。

（
Ｅ
）
で
は
、
徃
生
可
と
す
る
見
解
に
對
し
て
、『
觀
經
』
は
謗
法
者

の
徃
生
に
つ
い
て
明
か
し
て
い
な
い
で
は
な
い
か
と
問
う
。
次
に
、
徃

生
不
可
と
見
做
す
立
場
に
つ
い
て
、（
Ｆ
）
で
「
宿
善
開
發
」
し
た
者

が
念
佛
し
た
場
合
を
擧
げ
、
ま
た
（
Ｇ
）
で
、
一
切
の
業
は
「
自
性
不

可
得
」
と
の
見
解
を
示
し
て
、
謗
法
者
も
當
然
徃
生
で
き
る
は
ず
だ
と

い
う
反
論
を
行
う
。
こ
の
う
ち
（
Ｆ
）
は
、
傳
智
顗
『
淨
土
十
疑
論
』

「
第
八
疑
」（

（4
（

で
、五
逆
人
の
十
念
徃
生
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
箇
所
を
、

謗
法
者
の
議
論
に
援
用
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
（
Ｇ
）

は
、
先
の
論
題
で
提
示
さ
れ
て
い
た
、
懷
感
（『
群
疑
論
』
Ⅲ
）
や
禪
瑜

な
ど
の
說
を
受
け
る
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。

（
Ｅ
）
の
反
論
に
對
し
て
は
、（
Ｈ
）
で
、『
觀
經
』
で
は
謗
法
者
の

徃
生
の
記
述
を
略
し
た
の
み
で
あ
る
と
會
通
す
る
。（
Ｆ
）（
Ｇ
）
の
問

い
に
つ
い
て
は
、（
Ｉ
）
で
、「
實
義
」
と
し
て
は
謗
法
罪
も
滅
さ
れ
て

徃
生
可
、
す
な
わ
ち
（
Ｆ
）（
Ｇ
）
で
言
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
と
認
め

た
う
え
で
、『
觀
經
』
に
は
「
時
宜
⺇
叶
」
ゆ
え
に
、
五
逆
罪
の
滅
の

み
が
說
か
れ
た
の
だ
と
い
う
理
解
を
提
示
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
論
題
で
は
、
謗
法
者
の
徃
生
可
否
に
つ
い

て
、
最
初
に
「
兩
方
」
と
す
る
立
場
を
示
す
が
、
後
に
は
「
實
義
」
は
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徃
生
可
だ
と
い
う
理
解
を
明
示
し
、
謗
法
者
の
徃
生
に
つ
い
て
は
說
い

て
い
な
い
『
觀
經
』
を
、「
存
略
」
や
「
時
宜
⺇
叶
」
な
ど
の
觀
點
で

會
通
し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
嚴
餝
抄
』
は
、
謗
法
者
の
徃
生
を
認
め
る

立
場
を
「
實
義
」
と
し
、
そ
れ
を
も
と
に
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る（

（4
（

。

本
節
で
は
、『
安
養
集
』『
安
養
抄
』『
嚴
餝
抄
』
と
い
う
平
安
期
論

義
書
の
記
述
を
確
認
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、『
徃
生
要
集
』

以
後
に
、
謗
法
者
の
徃
生
可
否
と
い
う
問
題
へ
の
關
心
が
高
ま
り
、
徃

生
可
と
證
明
す
る
た
め
の
新
た
な
議
論
が
示
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る（

（5
（

。

次
節
に
取
り
上
げ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
珍
海
『
決
定
徃
生

集
』
に
も
見
ら
れ
る
。

四
、『
決
定
徃
生
集
』

五
逆
人
や
謗
法
者
の
徃
生
を
め
ぐ
る
『
決
定
徃
生
集
』
の
記
述
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
成
瀨
隆
順
氏
が
考
察
し
て
い
る
。
以
下
で
は
謗
法
者

の
徃
生
に
關
す
る
議
論
に
つ
い
て
、
平
安
期
論
義
書
と
の
共
通
性
や
相

違
點
に
着
目
し
て
檢
討
を
行
っ
て
み
た
い
。

『
決
定
徃
生
集
』
第
六
「
除
障
決
定
」
で
は
、
五
逆
人
の
徃
生
に
關

す
る
議
論
を
行
っ
た
後
で
、
五
逆
人
と
は
分
け
て
、
謗
法
者
の
徃
生
可

否
を
問
題
に
す
る
。
該
當
箇
所（

（5
（

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

問
、
謗
法
之
罪
、
爲
下
由
二
念
佛
一
、
滅
レ
之
徃
生
上
耶
。（
Ｊ
）
一

云
、
不
レ
生
。
無
二
異
說
一
故
。
故
嘉
祥
疏
云
、
闡
提
不
レ
信
二
他
方

淨
土
一
、
故
不
レ
得
レ
生
。（
Ｋ
）
一
云
、
亦
得
二
徃
生
一
。
觀
經
文

云
、
五
逆
・
十
惡
、
具
二
諸
不
善
一
。（
Ｌ
）
感
師
引
二
此
文
一
、
云
二

無
惡
不
造
一
［
云
云
］。
故
知
、
此
人
謗
法
、
亦
得
二
徃
生
一
故
。

（
Ｍ
）
觀
佛
三
昧
經
第
二
卷
云
、
謗
二
方
等
經
一
、
作
二
五
逆
罪
一
、

一
日
觀
二
佛
一
相
好
一
者
、
皆
悉
盡
滅
［
略
抄
］。
觀
經
記
云
、
乃
至

大
乘
善
趣
之
人
、
亦
有
レ
造
二
作
四
重
・
五
逆
・
謗
法
罪
一
故
［
云

云
］。（
Ｎ
）
若
善
趣
位
謗
法
之
者
、
准
二
五
逆
人
一
、
亦
可
レ
得
レ

生
。
或
常
沒
位
已
謗
法
者
、
後
修
二
定
善
一
、
容
レ
使
レ
得
二
徃
生
一
。

嘉
祥
疏
云
、
不
レ
明
二
謗
法
・
闡
提
徃
生
一
者
、
明
レ
惡
不
レ
盡
。

（
Ｏ
）
又
云
、
以
二
不
信
一
故
、
不
レ
得
二
徃
生
一
［
云
云
］。（
Ｐ
）

准
二
此
釋
文
一
、
雖
二
是
謗
法
一
、
若
後
改
悔
、
信
二
受
大
乘
一
、
不
レ

妨
二
徃
生
一
。
又
既
言
二
明
惡
不
盡
一
、
故
知
、
理
盡
亦
可
レ
生
也
。

こ
こ
で
珍
海
は
、
謗
法
者
の
徃
生
に
つ
い
て
、（
Ｊ
）（
Ｋ
）
の
二
說

を
示
す
。（
Ｊ
）
で
は
、「
嘉
祥
疏
」
を
踏
ま
え
て
徃
生
不
可
だ
と
す

る
。「
嘉
祥
疏
」
と
は
、
嘉
祥
大
師
吉
藏
の
『
觀
無
量
壽
經
義
疏
』
を

指
す
。
該
當
箇
所（

（5
（

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
三
品
、
明
レ
惡
有
二
三
人
一
。
初
明
レ
作
二
十
惡
一
、
次
明
レ
作
二
四

重
一
、
後
明
レ
作
二
五
逆
一
、
不
レ
明
二
謗
法
・
闡
提
一
故
、
明
レ
惡
不
レ

盡
。
十
惡
・
四
重
・
五
逆
、
竝
得
レ
生
二
西
方
一
。
若
是
謗
法
・
闡
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提
、
不
レ
得
レ
生
也
。
所
二
以
謗
法
・
闡
提
不
一レ
得
レ
生
者
、
闡
提
不
レ

信
レ
法
、
臨
終
雖
二
爲
說
一レ
有
二
無
量
壽
佛
一
、
彼
終
不
レ
信
故
、
不
レ

得
二
徃
生
一
。
又
謗
法
亦
爾
。

こ
こ
で
吉
藏
は
、
謗
法
者
は
闡
提
同
樣
に
信
を
起
こ
さ
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
徃
生
不
可
だ
と
明
言
し
て
い
る
。（
Ｊ
）
は
、
祖
師
の
吉
藏

が
明
示
す
る
通
り
の
解
釋
だ
と
い
え
る
。

そ
の
一
方
で
、
珍
海
は
（
Ｋ
）
以
降
で
は
、
第
二
の
說
と
し
て
徃
生

可
と
す
る
見
解
を
示
し
て
、
そ
の
論
據
を
種
々
に
提
示
し
て
い
る
。

（
Ｌ
）
で
は
、
懷
感
が
「
無
惡
不
造
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
下
品

下
生
者
の
罪
惡
に
は
謗
法
も
含
ま
れ
る
と
主
張
す
る
。
懷
感
の
、「
無

惡
不
造
」
の
下
品
下
生
者
の
罪
業
に
、
謗
法
罪
を
含
め
る
解
釋
（『
群
疑

論
』
Ⅱ
）
を
受
容
す
る
こ
と
は
、『
安
養
集
』
と
通
ず
る
。

續
い
て
（
Ｍ
）
で
は
、『
觀
佛
三
昧
海
經
』
卷
九（

（5
（

を
引
い
て
、
謗
法

罪
も
滅
し
得
る
こ
と
を
示
す
。『
觀
佛
三
昧
海
經
』
の
該
當
箇
所
は
、

本
來
は
卷
九
で
あ
る
。
珍
海
が
「
卷
二
」
と
卷
數
を
誤
っ
て
い
る
の

は
、『
徃
生
要
集
』
卷
下
、
大
文
第
七（

（5
（

の
孫
引
き
の
た
め
だ
と
考
え
ら

れ
る
。『
徃
生
要
集
』
が
（
Ｍ
）
の
文
を
提
示
す
る
の
は
、
總
じ
て
念

佛
の
利
益
を
示
す
た
め
で
あ
り
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
源
信
自
身

は
謗
法
者
の
徃
生
に
つ
い
て
詳
論
し
て
は
い
な
い
。
珍
海
は
、『
徃
生

要
集
』
を
通
し
て
（
Ｍ
）
の
文
を
見
出
し
、
そ
こ
に
謗
法
罪
の
除
滅
が

明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
註
目
し
て
、
謗
法
者
の
徃
生
を
說
く
た
め
に

受
容
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
新
た
に
別
の
經
文
を
論
據
と
し
て
示

す
こ
と
は
、『
安
養
抄
』
に
お
け
る
『
不
空
羂
索
神
變
眞
言
經
』
の
引

用
と
通
ず
る
。

（
Ｎ
）
で
は
、「
善
趣
位
」
や
「
定
善
」
な
ど
の
條
件
を
滿
た
せ
ば
、

謗
法
者
で
も
徃
生
で
き
る
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
、
慧
遠
『
觀
無
量
壽

經
義
疏
』
末
の
記
述
に
基
づ
く
。
該
當
箇
所（

（5
（

を
以
下
に
揭
げ
る
。

又
問
、
大
經
說
三
五
逆
不
レ
得
二
徃
生
一
、
此
經
宣
說
二
逆
罪
得
一レ
生
、

其
義
云
何
。
釋
有
二
兩
義
一
。
一
、
約
レ
人
分
別
。
造
二
逆
罪
一
人
、

有
レ
上
有
レ
下
。
善
趣
已
前
常
沒
造
レ
逆
、
說
以
爲
レ
下
。
善
趣
位

中
、
遇
レ
緣
造
レ
逆
、
說
レ
之
爲
レ
上
。
如
二
世
王
等
一
、
上
人
造
レ

逆
、
必
有
二
重
悔
一
、
令
二
罪
消
薄
一
、
容
便
得
レ
生
。
此
經
就
レ
之

故
、
說
三
五
逆
亦
得
二
徃
生
一
。
下
人
造
レ
逆
、
多
無
二
重
悔
一
、
不
レ

可
レ
得
レ
生
。
大
經
就
レ
此
、
故
說
二
不
生
一
。
二
、
約
レ
行
分
別
。

造
レ
逆
之
人
、
行
有
二
定
散
一
。
觀
佛
三
昧
、
名
レ
之
爲
レ
定
、
修
二
余

善
根
一
、
說
以
爲
レ
散
。
散
善
力
微
、
不
レ
能
レ
滅
二
除
五
逆
重
罪
一
、

不
レ
得
二
徃
生
一
。
大
經
就
レ
此
、
故
說
二
不
生
一
。
定
善
力
强
、
能

消
二
逆
罪
一
、
容
レ
得
レ
徃
。
此
經
明
レ
觀
、
所
以
說
レ
生
。
分
別
如
レ
是
。

こ
こ
で
は
「
善
趣
位
」、
す
な
わ
ち
十
信
の
位
の
人（

（5
（

で
あ
れ
ば
徃
生

で
き
、
臨
終
に
「
觀
佛
三
昧
」
が
で
き
れ
ば
徃
生
可
能
だ
と
述
べ
て
、
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五
逆
人
の
徃
生
可
否
を
二
つ
の
條
件
に
よ
っ
て
說
明
し
て
い
る
。
慧
遠

は
、
五
逆
人
の
徃
生
の
み
を
會
通
し
て
お
り
、
謗
法
者
に
つ
い
て
は
論

じ
て
い
な
い
。
慧
遠
は
、
謗
法
者
に
つ
い
て
は
徃
生
不
可
だ
と
捉
え
て

い
た
た
め
、
特
に
議
論
し
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る（

（5
（

。
そ
れ
に
對

し
て
珍
海
は
（
Ｎ
）
で
、
慧
遠
が
五
逆
人
の
徃
生
に
つ
い
て
示
し
た
二

つ
の
條
件
を
、
謗
法
者
に
つ
い
て
も
當
て
は
め
る
こ
と
で
、
慧
遠
『
觀

無
量
壽
經
義
疏
』
を
、
謗
法
者
で
も
徃
生
で
き
る
と
す
る
根
據
と
し
て

用
い
て
い
る
。

最
後
に
（
Ｏ
）
で
は
、「
以
二
不
信
一
故
、
不
レ
得
二
徃
生
一
」
と
い
う

文
を
引
く
。
こ
れ
は
、
さ
き
に
（
Ｊ
）
で
引
用
し
て
い
た
吉
藏
『
觀
無

量
壽
經
義
疏
』
を
指
す
。（
Ｐ
）
で
は
、
吉
藏
は
、「
不
信
」
で
あ
る
た

め
謗
法
者
は
徃
生
で
き
な
い
と
說
い
て
い
る
が
、
こ
れ
に
准
ず
る
な
ら

ば
、
謗
法
の
後
に
信
心
を
起
こ
せ
ば
徃
生
で
き
る
の
だ
と
述
べ
る
。
珍

海
は
さ
き
の
（
Ｊ
）
で
は
、
吉
藏
『
觀
無
量
壽
經
義
疏
』
で
は
謗
法
者

を
徃
生
不
可
と
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
た
。
こ
れ
に
對
し
て
、（
Ｏ
）

（
Ｐ
）
で
は
、
謗
法
の
後
に
信
心
を
起
こ
す
と
い
う
解
釋
を
加
え
る
こ

と
で
、
吉
藏
の
文
を
、
謗
法
者
で
も
徃
生
可
能
と
す
る
論
據
と
し
て
提

示
し
直
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（5
（

。

以
上
の
よ
う
に
、『
決
定
徃
生
集
』
に
も
、
謗
法
者
の
徃
生
可
否
に

註
目
し
て
、
そ
の
徃
生
を
證
明
し
よ
う
と
す
る
、
平
安
期
論
義
書
と
同

樣
の
傾
向
が
見
え
る
。
ま
た
、『
群
疑
論
』
Ⅱ
の
受
容
や
、
別
の
經
典

の
文
を
新
た
に
導
入
す
る
な
ど
、
主
張
の
根
據
に
つ
い
て
も
共
通
性
が

あ
る
。
そ
の
上
で
、
三
論
僧
の
立
場
か
ら
、
慧
遠
や
吉
藏
の
著
作
に
對

し
て
新
た
な
解
釋
を
行
う
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
謗
法
者
で
も
徃
生
で
き

る
と
す
る
根
據
と
し
て
用
い
た
と
い
う
の
が
、
平
安
期
論
義
書
に
對
す

る
『
決
定
徃
生
集
』
の
特
色
だ
と
い
え
よ
う
。
謗
法
者
の
徃
生
に
つ
い

て
、
慧
遠
は
明
確
な
言
乁
を
し
て
お
ら
ず
、
吉
藏
は
徃
生
不
可
だ
と
明

言
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
珍
海
は
、
あ
く
ま
で
慧
遠
や
吉

藏
に
基
づ
い
て
、
謗
法
者
で
も
徃
生
で
き
る
こ
と
を
示
そ
う
と
試
み
た

の
で
あ
る
。五

、
謗
法
者
の
徃
生
を
め
ぐ
る
議
論
の
背
景
と

　
　
　
　

そ
の
意
味

『
無
量
壽
經
』
と
『
觀
經
』
に
は
、
謗
法
者
の
徃
生
に
つ
い
て
「
唯

除
」
と
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
平
安
中
期
ま
で
の
文
獻
の

多
く
は
、
二
經
典
の
記
述
を
踏
ま
え
て
、
謗
法
者
に
つ
い
て
は
徃
生
不

可
と
い
う
理
解
を
示
す
の
み
で
、
そ
れ
以
上
は
詳
細
な
議
論
を
し
な
か

っ
た
。
こ
れ
に
對
し
て
、
第
三
・
四
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
平

安
後
期
に
な
る
と
、
平
安
期
論
義
書
や
『
決
定
徃
生
集
』
な
ど
で
、
謗

法
者
は
徃
生
す
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
し
、
五
逆
人
の
徃
生
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可
否
と
は
分
け
て
論
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
。
珍
海
ら
は
、
謗
法
者
が
後

に
信
を
お
こ
す
と
い
う
、
經
文
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え

て
解
釋
す
る
な
ど
し
て
、
謗
法
者
で
も
徃
生
で
き
る
と
示
し
た
の
で
あ

る
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
平
安
後
期
の
議
論
は
何
に
起
因
し
、
ま
た
何

を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
考
察
を

行
い
た
い
。

謗
法
者
を
め
ぐ
る
平
安
後
期
の
議
論
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
淨
土
敎

關
係
の
論
義
が
進
展
し
、
各
論
題
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
議
論
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
種
々
の
要
素
が
想
定
で
き
る
が
、
特
に
以

下
の
二
つ
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㈠
懷
感
『
群
疑
論
』
の
影
響
。『
群
疑
論
』
で
は
、
一
切
業
は
不
定

だ
と
い
う
理
解
を
示
し
て
（『
群
疑
論
』
Ⅲ
）、
謗
法
者
の
徃
生
は
可
能

で
あ
る
と
明
言
す
る
（『
群
疑
論
』
Ⅱ
）。『
安
養
集
』
や
『
嚴
餝
抄
』

（
Ｂ
）（
Ｇ
）、『
決
定
徃
生
集
』（
Ｌ
）
に
は
、
共
通
し
て
懷
感
か
ら
の

影
響
が
見
ら
れ
る（

（5
（

。

『
群
疑
論
』
Ⅱ
の
よ
う
な
、
下
品
下
生
者
の
罪
業
に
謗
法
も
含
ま
れ

る
と
す
る
立
場
に
對
し
て
は
、
憬
興
が
批
判
を
行
っ
て
い
る（

（6
（

。
そ
れ
に

も
か
か
わ
ら
ず
『
決
定
徃
生
集
』（
Ｌ
）
は
懷
感
を
論
據
と
し
て
お
り
、

珍
海
が
謗
法
者
の
徃
生
を
明
示
す
る
『
群
疑
論
』
を
重
視
し
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。
謗
法
者
の
徃
生
を
認
め
る
中
國
の
文
獻
と
し
て
は
、『
群

疑
論
』
の
他
に
善
導
『
觀
無
量
壽
經
疏
』
が
あ
り
、
法
然
以
降
で
は
、

こ
の
善
導
の
說
が
非
常
に
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
對
し

て
、
平
安
後
期
の
珍
海
ら
は
、
善
導
よ
り
も
懷
感
の
說
か
ら
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

㈡
禪
瑜
『
阿
彌
陀
新
十
疑
』
の
影
響
。
禪
瑜
は
、
圓
敎
に
基
づ
い
た

解
釋
を
示
す
。
今
囘
取
り
上
げ
た
平
安
後
期
の
文
獻
の
う
ち
、
特
に

『
安
養
抄
』、『
嚴
餝
抄
』（
Ｃ
）（
Ｇ
）
は
、
明
確
に
『
阿
彌
陀
新
十
疑
』

の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

已
講
と
し
て
活
躍
し
た
珍
海
は
、
當
時
の
淨
土
敎
關
係
の
論
義
に
も

精
通
し
て
い
た
で
あ
ろ
う（

（6
（

。
天
台
系
の
論
議
で
、
禪
瑜
の
說
を
受
け

て
、
圓
敎
の
觀
點
か
ら
謗
法
者
も
徃
生
す
る
と
主
張
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
、『
決
定
徃
生
集
』
に
影
響
し
た
可
能
性
も
あ
る（

（6
（

。

平
安
中
期
ま
で
の
多
く
の
文
獻
が
徃
生
不
可
と
位
置
づ
け
て
き
た
よ

う
に
、
謗
法
者
と
は
極
め
て
重
い
罪
を
犯
し
た
、
徃
生
し
難
い
⺇
根
で

あ
る
。『
嚴
餝
抄
』
の
撰
者
や
珍
海
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
⺇
の
徃
生
可

否
に
註
目
し
、
先
行
す
る
文
獻
の
う
ち
、
あ
え
て
『
阿
彌
陀
新
十
疑
』

や
『
群
疑
論
』
の
說
を
受
容
す
る
こ
と
で
、
謗
法
者
で
も
徃
生
で
き
る

と
論
じ
た
。
こ
れ
は
、
彼
ら
が
徃
生
し
難
い
惡
人
の
徃
生
を
說
く
こ
と

に
關
心
を
持
っ
て
い
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
吉
原
澔
人
氏
は
、
院

政
期
に
は
惡
人
あ
る
い
は
破
戒
者
こ
そ
が
救
濟
さ
れ
る
べ
き
だ
と
積
極
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的
に
說
か
れ
た
事
實
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る（

（6
（

。
現
に
平
安
後
期
の

文
獻
に
は
、
單
に
破
戒
者
の
み
で
な
く
、
佛
法
の
不
信
者
や
、
法
を
謗

る
者
で
あ
っ
て
も
な
お
救
濟
さ
れ
る
と
い
う
旨
の
記
述
が
散
見
さ
れ

る
。
例
え
ば
、『
百
座
法
談
聞
書
抄
』
に
は
、
佛
法
を
あ
ざ
む
い
て
い

た
者
が
救
濟
に
與
る
と
い
う
話
が
三
例
あ
る（

（6
（

。
一
二
世
紀
頃
に
日
本
で

撰
述
さ
れ
た
傳
戒
珠
『
徃
生
淨
土
傳
』
に
も
、
經
典
を
謗
っ
た
沙
門

が
、
極
樂
徃
生
を
遂
げ
た
と
い
う
話
が
記
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。『
嚴
餝
抄
』

や
『
決
定
徃
生
集
』
な
ど
の
淨
土
敎
文
獻
が
、
謗
法
者
で
あ
っ
て
も

徃
生
す
る
こ
と
を
示
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
狀
況
と
軌
を
一
に

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
平
安
後
期
に
お
け
る
謗
法
者
の
徃
生
を
め
ぐ

る
議
論
は
、
ど
の
よ
う
な
者
で
も
救
濟
さ
れ
得
る
こ
と
を
說
こ
う
と
い

う
、
當
時
の
諸
師
の
意
識
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
小
結　

從
來
、
謗
法
者
の
徃
生
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
五
逆
人
に
關
す
る
言
說

と
ま
と
め
て
扱
わ
れ
る
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
謗
法

者
の
徃
生
可
否
に
つ
い
て
は
、
單
に
五
逆
人
の
問
題
に
付
隨
す
る
も
の

と
し
て
、
五
逆
人
と
同
樣
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
小
稿

で
は
こ
の
點
に
留
意
し
て
、
謗
法
者
の
徃
生
を
め
ぐ
る
議
論
に
焦
點
を

當
て
、特
に
平
安
後
期
の
說
の
特
徵
や
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

中
國
や
新
羅
、
日
本
の
平
安
初
期
ま
で
の
文
獻
で
は
、
五
逆
人
の
徃
生

可
否
に
つ
い
て
は
詳
論
す
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
謗
法
者
の
徃
生
可
否

に
つ
い
て
の
記
述
は
少
な
い
。
議
論
を
行
う
文
獻
で
も
、
主
に
謗
法
者

は
徃
生
不
可
だ
と
い
う
理
解
を
し
て
い
る
。『
徃
生
要
集
』
な
ど
の
平

安
中
期
の
文
獻
で
も
、
特
に
謗
法
者
の
徃
生
可
否
を
問
題
に
し
て
は
い

な
い
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
對
し
て
、『
安
養
抄
』『
嚴
餝
抄
』
な
ど
の

平
安
期
論
義
書
は
、
謗
法
者
の
徃
生
可
否
を
五
逆
人
と
は
分
け
て
問
題

に
し
、
徃
生
可
と
證
明
す
る
た
め
の
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、『
徃
生
要
集
』
以
後
の
論
義
に
お
い
て
、
謗
法
者
の
徃
生
に
つ

い
て
の
關
心
が
高
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
決
定
徃
生
集
』
に
も
平
安
期
論
義
書
と
同
樣
の
傾
向
が
あ
り
、
ま

た
論
據
な
ど
に
も
共
通
性
が
見
え
る
。
當
時
の
天
台
系
の
論
義
が
、
珍

海
に
影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
上
で
、
慧
遠
や
吉
藏
に
則
っ
て

謗
法
者
の
徃
生
を
說
い
た
と
こ
ろ
が
、
平
安
期
論
義
書
に
對
す
る
『
決

定
徃
生
集
』
の
特
色
で
あ
る
。
慧
遠
『
觀
無
量
壽
經
義
疏
』
と
吉
藏

『
觀
無
量
壽
經
義
疏
』
で
は
、
謗
法
者
の
徃
生
を
明
示
し
て
い
な
い
の

に
も
關
わ
ら
ず
、
珍
海
は
新
た
な
解
釋
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
徃
生
可
と

說
く
根
據
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
る
。

五
逆
人
の
徃
生
可
否
に
關
し
て
は
、
諸
師
は
槪
し
て
條
件
を
滿
た
せ

ば
徃
生
で
き
る
と
論
じ
て
い
る
た
め
、
中
國
・
新
羅
か
ら
平
安
後
期
の
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議
論
に
か
け
て
、
そ
の
結
論
自
體
に
は
大
き
な
變
化
は
な
か
っ
た
と
い

え
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
謗
法
者
の
徃
生
可
否
に
つ
い
て
は
、
中
國
・
新

羅
や
平
安
初
期
ま
で
の
文
獻
で
は
主
に
徃
生
不
可
だ
と
い
う
見
解
を
示

し
て
い
た
の
に
對
し
て
、
平
安
後
期
に
は
、
こ
の
問
題
に
註
目
し
、
徃

生
可
だ
と
論
證
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
變
化
が
生
じ
た
。
そ
の
背
景

に
は
、
特
に
懷
感
と
禪
瑜
の
說
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
硏
究
で
は
、
法
然
門
下
な
ど
の
鎌
倉
期
以
降
の
人
物

が
、
善
導
の
說
を
受
容
し
て
、
五
逆
人
と
謗
法
者
雙
方
の
救
濟
を
說
い

た
點
に
註
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
平
安
期
論
義
書
や
『
決

定
徃
生
集
』
な
ど
で
も
、
五
逆
人
の
み
な
ら
ず
、
謗
法
者
で
あ
っ
て
も

徃
生
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
す
で
に
平
安
後
期
に
お
い

て
、『
嚴
餝
抄
』
の
撰
者
や
珍
海
な
ど
が
、
謗
法
者
と
い
う
極
め
て
重

い
罪
を
犯
し
た
者
の
徃
生
可
否
に
關
心
を
持
ち
、
そ
の
よ
う
な
救
わ
れ

難
い
惡
人
で
も
徃
生
で
き
る
こ
と
を
積
極
的
に
示
そ
う
と
し
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

註（
１
）　

淨
全
六
︱

三
上
。
こ
れ
以
外
の
用
例
と
し
て
、
了
慧
衟
光
『
新
扶
選

擇
報
恩
集
』（
淨
全
八
︱

五
五
〇
上
）
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）　

以
下
の
辭
典
で
は
、『
無
量
壽
經
』『
觀
經
』
の
記
述
は
、
五
逆
人
と

謗
法
者
雙
方
の
徃
生
可
否
に
つ
い
て
相
違
す
る
と
記
し
て
い
る
。
惠
谷

隆
戒
監
修
『
新
淨
土
宗
辭
典
』「
逆
謗
除
取
」（
隆
文
館
、
一
九
七
四
・

五
）。
淨
土
宗
大
辭
典
編
纂
委
員
會
編
『
淨
土
宗
大
辭
典
』
第
一
卷
「
逆

謗
除
取
十
五
家
異
義
」（
山
喜
房
佛
書
林
、
一
九
七
四
・
四
）。
淨
土
宗

大
辭
典
編
纂
實
行
委
員
會
編
『
新
纂
淨
土
宗
大
辭
典
』「
逆
謗
除
取
」

「
誹
謗
正
法
」「
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
」〔
金
子
寬
哉
氏
執
筆
〕（
淨
土

宗
、
二
〇
一
六
・
三
）。

（
３
）　

普
賢
晃
壽
「
珍
海
の
淨
土
敎
的
立
場
」（『
日
本
淨
土
敎
思
想
史
硏

究
』
第
四
章
第
三
節
、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
二
・
四
）
二
四
六
頁
。

永
原
智
行
「
中
國
淨
土
敎
に
お
け
る
逆
謗
の
救
い
の
展
開　

淨
影
寺
慧

遠
よ
り
善
導
へ
」（『
龍
谷
敎
學
』
四
六
、
二
〇
一
一
・
三
）。
同
「『
論

釋
』
と
『
九
品
徃
生
義
』
を
中
心
に　

十
念
と
逆
謗
釋
に
つ
い
て
の
考

察
」（『
眞
宗
硏
究
』
五
六
、
二
〇
一
二
・
一
）
な
ど
。

（
４
）　

梯
信
曉
「
天
台
宗
に
お
け
る
淨
土
敎
義
科
の
成
立
」（『
奈
良
・
平
安

期
淨
土
敎
展
開
論
』
第
五
章
第
三
節
、
法
藏
館
、
二
〇
〇
八
・
二
）
三

二
一
頁
。

（
５
）　
「
禪
那
院
珍
海
の
逆
謗
除
取
釋
に
つ
い
て
」（『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』

六
七
︱

一
、
二
〇
一
八
・
一
二
→
『
禪
那
院
珍
海
已
講
の
淨
土
敎
思

想
』
第
二
章
第
二
節
、
愽
士
學
位
請
求
論
文
、
早
稻
田
大
學
、
二
〇
二

〇
・
二
）。
成
瀨
氏
は
、
珍
海
が
懷
感
な
ど
の
敎
說
を
獨
自
に
解
釋
し

て
、
常
沒
造
逆
・
謗
法
人
の
徃
生
の
可
能
性
を
模
索
し
た
と
指
摘
し
て

い
る
。

（
６
）　

成
瀨
氏
の
他
に
、『
決
定
徃
生
集
』
に
お
け
る
議
論
に
觸
れ
た
硏
究
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と
し
て
以
下
の
論
考
が
あ
る
が
、
詳
細
な
考
察
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

石
田
充
之
『
淨
土
敎
敎
理
史
』（
サ
ー
ラ
叢
書
十
五
、
平
樂
寺
書
店
、

一
九
六
二
・
一
一
）
一
四
三
頁
。
普
賢
晃
壽
氏
註
（
３
）
前
揭
論
考
、

二
四
四
～
二
四
六
頁
。
奧
野
光
賢
「
珍
海
の｢

決
定
業
轉
」「
懺
悔
滅

罪
」
思
想｣
（
望
月
海
淑
編
『
法
華
經
と
大
乘
經
典
の
硏
究
』、
山
喜
房

佛
書
林
、
二
〇
〇
六
・
六
）。
永
原
智
行
「
平
安
後
期
淨
土
敎
の
逆
謗

觀
」〈
發
表
要
旨
〉（『
宗
敎
硏
究
』
八
九
、
第
七
四
囘
學
術
大
會
紀
要
、

二
〇
一
六
・
三
）。

（
７
）　

大
正
一
二
︱

二
六
八
上
。

（
８
）　

二
經
典
に
お
け
る
五
逆
に
つ
い
て
、
慧
遠
『
觀
無
量
壽
經
義
疏
』
末

は
「
殺
レ
父
、
殺
レ
母
、
殺
二
阿
羅
漢
一
、
破
二
和
合
僧
一
、
出
二
佛
身
血

一
」（
大
正
三
七
︱

一
八
五
下
）
と
說
明
し
て
い
る
。

（
９
）　

大
正
一
二
︱

三
四
六
上
。

（
10
）　

大
正
四
〇
︱

八
三
四
上
～
中
。『
徃
生
論
註
』
に
は
、
謗
法
者
の
救

濟
に
言
乁
す
る
箇
所
も
あ
り
（
大
正
四
〇
︱

八
三
九
下
）、
良
忠
『
徃

生
論
註
記
』
卷
三
（
淨
全
一
︱

三
〇
五
下
～
三
〇
六
上
）
な
ど
、
法
然

門
下
は
そ
こ
に
註
目
し
て
い
る
。
し
か
し
石
田
瑞
麿
氏
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
曇
鸞
の
眞
意
は
明
ら
か
で
な
い
（『
淨
土
敎
の
展
開
』、
現
代
人

の
佛
敎
・
佛
典
六
、
春
秋
社
、
一
九
六
七
・
一
一
、
一
〇
～
一
一
頁
）。

（
11
）　

大
正
三
七
︱

一
〇
七
中
。

（
12
）　

書
名
は
不
明
。『
群
疑
論
』
卷
三
で
懷
感
が
取
り
上
げ
て
い
る
。
懷

感
は
「
信
行
禪
師
、
釋
二
此
兩
經
除
取
一
、
以
二
二
三
階
一
別
取
」
と
述

べ
て
、
詳
細
な
批
判
を
行
う
（
大
正
四
七
︱

四
四
中
～
四
六
下
）。

（
13
）　

大
正
四
七
︱

八
六
中
～
下
・
八
八
中
。

（
14
）　

大
正
三
七
︱

二
七
七
上
～
中
。

（
15
）　

大
正
三
七
︱

一
二
九
中
。

（
16
）　

大
正
三
七
︱

一
九
三
中
。

（
17
）　

續
藏
一
︱

三
二
︱

一
九
九
右
上
。

（
18
）　

大
正
三
七
︱

一
五
一
中
～
一
五
二
上
。

（
19
）　

大
正
四
七
︱

一
一
五
上
。
近
年
の
硏
究
で
は
、『
游
心
安
樂
衟
』
は

八
世
紀
頃
の
日
本
で
撰
述
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。『
游
心
安
樂

衟
』
の
撰
者
や
成
立
に
つ
い
て
は
、
愛
宕
邦
康
『『
游
心
安
樂
衟
』

と
日
本
佛
敎
』（
日
本
佛
敎
史
硏
究
叢
書
一
、
法
藏
館
、
二
〇
〇
六
・

六
）、
辻
本
俊
郞
「『
游
心
安
樂
衟
』
の
著
者
に
つ
い
て
―
『
無
量
壽
經

論
』
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」（『
ア
ジ
ア
學
科
年
報
』
一
、
二
〇
〇

七
・
一
一
）
な
ど
參
照
。 

（
20
）　

書
名
は
不
明
。『
徃
生
要
集
』
卷
下
、
大
文
第
十
に
「
智
憬
等
諸
師

云
」
と
し
て
引
く
（
大
正
八
四
︱

八
四
中
～
下
）。

（
21
）　

西
村
冏
紹
監
修
・
梯
信
曉
著
『
宇
治
大
納
言
源
隆
國
編　

安
養
集　

本
文
と
硏
究
』（
百
華
苑
、
一
九
九
三
・
四
）
五
一
四
～
五
二
〇
頁
。

（
22
）　

大
正
四
七
︱

四
三
下
～
四
四
中
。

（
23
）　

十
五
家
に
つ
い
て
は
、
衟
忠
『
釋
淨
土
群
疑
論
探
要
記
』
卷
六
（
淨

全
六
︱

二
八
〇
上
～
二
八
七
上
）
參
照
。

（
24
）　

憬
興
は
、「
從
レ
昔
會
釋
、
自
成
二
百
家
一
」
と
述
べ
て
い
る
（『
述
文

贊
』
卷
中
［
大
正
三
七
︱

一
五
一
中
］）。

（
25
）　

善
導
の
解
釋
の
特
異
性
や
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
硏
究
に
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謗
の
救
い
は
い
ま
だ
十
分
に
深
め
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
と
結
論

し
た
い
」
と
述
べ
る
。

（
32
）　

佐
籘
哲
英
『
叡
山
淨
土
敎
の
硏
究
』「
資
料
編
」（
百
華
苑
、
一
九
七

九
・
三
）
二
三
二
～
二
三
三
頁
。

（
33
）　

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
梯
信
曉
氏
の
考
察
が
あ
る
（「
禪
瑜
の
淨

土
敎
思
想
」［『
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
』
二
〇
、
二
〇
〇
三
・
三
→
『
奈

良
・
平
安
期
淨
土
敎
展
開
論
』
第
二
章
第
五
節
、
法
藏
館
、
二
〇
〇

八
・
二
］）。

（
34
）　

大
正
一
五
︱

七
五
九
下
。

（
35
）　

大
正
二
五
︱

一
〇
七
下
。

（
36
）　
「
本
覺
思
想
―
天
台
敎
學
の
日
本
的
展
開
―
」（
高
崎
直
衟
・
木
村
淸

孝
編
『
日
本
佛
敎
論
』、
シ
リ
ー
ズ
・
東
ア
ジ
ア
佛
敎
第
四
卷
、
春
秋

社
、
一
九
九
五
・
九
→
『
增
訂　

天
台
敎
學
と
本
覺
思
想
』
第
一
部
、

法
藏
館
、
二
〇
二
二
・
一
）
六
八
～
六
九
頁
。

（
37
）　

千
觀
『
極
樂
國
彌
陀
和
讚
』（
鷲
尾
順
敬
編
『
國
文
東
方
佛
敎
叢
書
』

八
「
歌
頌
部
」、
東
方
書
院
、
一
九
二
五
・
一
二
、
四
八
四
頁
上
）
や
、

靜
照
『
四
十
八
願
釋
』（
續
淨
四
︱

五
上
～
下
）
な
ど
に
も
、
五
逆
人

や
謗
法
者
の
徃
生
に
關
す
る
言
乁
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
千
觀
や
靜

照
は
詳
細
な
議
論
を
し
て
は
い
な
い
。

（
38
）　

西
村
冏
紹
・
梯
信
曉
氏
註
（
21
）
前
揭
書
、
五
一
三
～
五
三
四
頁
。

（
39
）　

大
正
八
四
︱

一
四
一
中
～
一
四
三
下
。

（
40
）　

大
正
八
四
︱

一
四
三
中
～
下
。

（
41
）　

大
正
二
〇
︱

二
八
一
上
～
中
。

よ
っ
て
詳
細
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。
柴
田
泰
山
「
善
導
『
觀
經
疏
』
所

說
の
抑
止
門
に
つ
い
て
」（
淨
土
宗
總
合
硏
究
所
編
、
法
然
上
人
八
百

年
大
遠
忌
記
念
論
文
集
『
現
代
社
會
と
法
然
淨
土
敎
』、
山
喜
房
佛
書

林
、
二
〇
一
三
・
九
→
『
善
導
敎
學
の
硏
究
』
第
三
卷
、
第
一
部
第
九

章
、
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
二
一
・
三
）。
小
川
法
衟
「
善
導
に
お
け

る
誹
謗
正
法
攝
取
の
問
題
」（『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』
六
八
︱

一
、
二

〇
一
九
・
一
二
→
『
中
國
淨
土
敎
に
お
け
る
業
の
問
題　

善
導
の
滅
罪

と
徃
生
を
中
心
と
し
て
』
第
二
部
第
三
章
第
四
節
、
愽
士
學
位
請
求
論

文
、
佛
敎
大
學
、
二
〇
二
一
・
三
）。

（
26
）　

大
正
四
七
︱

五
〇
上
～
中
。

（
27
）　
「
源
隆
國
『
安
養
集
』
の
硏
究
（
七
）」（『
大
阪
大
谷
大
學
歷
史
文
化

硏
究
』
二
三
、
二
〇
二
三
・
三
）
七
四
頁
（
括
弧
內
は
筆
者
）。 

（
28
）　

淨
全
一
五
︱

三
〇
下
～
三
一
下
。

（
29
）　

大
正
八
四
︱

八
四
中
～
下
。

（
30
）　

大
文
第
六
（
大
正
八
四
︱

六
七
下
）、
大
文
第
七
（
大
正
八
四
︱

七

四
中
）
な
ど
。

（
31
）　

源
信
の
、
五
逆
人
と
謗
法
者
の
徃
生
を
め
ぐ
る
言
說
に
つ
い
て
は
、

石
田
瑞
麿
「『
徃
生
要
集
』
の
思
想
史
的
意
義
」（『
源
信
』「
解
說
」、

日
本
思
想
大
系
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
・
九
、
四
六
三
～
四
六
四

頁
）、
高
田
文
英
「
源
信
に
お
け
る
逆
謗
の
救
い
」（『
眞
宗
硏
究
會
紀

要
』
三
四
、
二
〇
〇
二
・
三
）、
永
原
智
行
「
源
信
の
逆
謗
觀　

千
觀

か
ら
源
信
ま
で
」（『
龍
谷
敎
學
』
四
九
、
二
〇
一
四
・
三
）
な
ど
の
硏

究
が
あ
る
。
高
田
文
英
氏
は
、「『
徃
生
要
集
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
逆
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（
42
）　

佐
籘
哲
英
氏
註
（
32
）
前
揭
書
、
四
〇
〇
～
四
〇
四
頁
。

（
43
）　

大
正
三
七
︱

一
八
八
下
。

（
44
）　

湛
然
『
法
華
文
句
記
』
卷
十
（
大
正
三
四
︱

三
五
七
上
）。

（
45
）　

大
正
四
七
︱

六
〇
中
～
下
。

（
46
）　
『
徃
生
要
集
』
卷
下
、
大
文
第
十
（
大
正
八
四
︱

八
四
下
～
八
五
上
）。

（
47
）　

佐
籘
哲
英
氏
註
（
32
）
前
揭
書
、
四
〇
四
～
四
〇
五
頁
。

（
48
）　

大
正
四
七
︱

八
〇
上
。

（
49
）　

忍
空
『
勸
心
徃
生
論
』（
淨
全
一
五
︱

五
三
三
下
）
な
ど
の
、
叡
山

に
お
け
る
同
時
代
の
淨
土
敎
關
係
の
文
獻
に
も
、
五
逆
人
と
謗
法
者
雙

方
の
徃
生
を
認
め
る
と
い
う
、『
嚴
餝
抄
』
と
共
通
す
る
記
述
が
見
え

る
。

（
50
）　

南
北
朝
時
代
の
義
科
書
『
廬
談
』
で
も
、「
五
逆
・
謗
法
」
と
い
う

論
題
を
設
け
て
、
謗
法
者
が
徃
生
で
き
る
こ
と
を
、
圓
敎
の
觀
點
か
ら

詳
細
に
論
じ
て
い
る
（『
續
天
全
』「
論
草
二
」、
四
一
四
～
四
一
九
頁
・

四
三
八
～
四
五
三
頁
な
ど
）。
平
安
後
期
に
示
さ
れ
た
說
が
、
後
代
の

論
義
に
も
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
51
）　

大
正
八
四
︱

一
一
三
中
～
下
。

（
52
）　

大
正
三
七
︱

二
四
五
中
。

（
53
）　

大
正
一
五
︱

六
八
七
中
。

（
54
）　

大
正
八
四
︱

七
一
中
～
下
。

（
55
）　

大
正
三
七
︱

一
八
四
中
～
下
。

（
56
）　

慧
遠
に
お
け
る
「
善
趣
位
」
に
つ
い
て
は
、
戶
松
憲
千
代
「
智
光
の

淨
土
敎
思
想
に
就
い
て
（
中
）」（『
大
谷
學
報
』
一
八
︱

四
、
一
九
三

七
・
一
〇
）、
成
瀨
隆
順
氏
註
（
5
）
前
揭
論
考
な
ど
參
照
。

（
57
）　

柴
田
泰
山
氏
は
、
慧
遠
が
五
逆
人
の
徃
生
可
否
の
み
を
論
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
慧
遠
は
謗
法
者
に
つ
い
て
は
徃
生
不
可
だ
と
捉
え
て
い
た

と
指
摘
し
て
い
る
（
註
（
25
）
前
揭
論
考
）。

（
58
）　

珍
海
は
、
別
著
作
の
『
三
論
玄
疏
文
義
要
』
卷
九
（
一
一
三
六
）
で

も
、
吉
藏
『
觀
無
量
壽
經
義
疏
』
を
會
通
す
る
こ
と
で
、
謗
法
者
の

徃
生
は
可
能
だ
と
主
張
し
て
い
る
（
大
正
七
〇
︱

三
五
一
下
～
三
五
二

上
）。

（
59
）　

珍
海
は
、『
群
疑
論
』
Ⅱ
の
受
容
（
Ｌ
）
に
加
え
て
、
別
箇
所
で
『
群

疑
論
』
Ⅲ
も
參
照
し
て
い
る
（
大
正
八
四
︱

一
一
四
上
）。

（
60
）　
『
述
文
贊
』
卷
中
（
大
正
三
七
︱

一
五
一
中
）。

（
61
）　

珍
海
と
他
宗
派
と
の
交
流
關
係
に
つ
い
て
は
、
田
戶
大
智
「
中
世
に

お
け
る
密
敎
と
諸
思
想
の
交
流
」（『
日
本
佛
敎
學
會
年
報
』
七
九
、
二

〇
一
四
・
八
→
『
中
世
東
密
敎
學
形
成
論
』
第
四
部
第
十
二
章
、
法
藏

館
、
二
〇
一
八
・
二
）
な
ど
參
照
。

（
62
）　

衟
鏡
・
善
衟
『
念
佛
鏡
』（
大
正
四
七
︱

一
二
四
中
）
や
、
四
明
知

禮
『
觀
無
量
壽
佛
經
疏
妙
宗
鈔
』
卷
六
（
大
正
三
七
︱

二
三
二
中
）
な

ど
に
も
、
謗
法
者
を
徃
生
可
と
す
る
記
述
が
あ
る
。
平
安
期
論
義
書
や

『
決
定
徃
生
集
』
は
、『
群
疑
論
』
や
『
阿
彌
陀
新
十
疑
』
の
み
で
な

く
、
こ
れ
ら
宋
代
の
文
獻
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し
、『
念
佛
鏡
』
や
『
觀
無
量
壽
佛
經
疏
妙
宗
鈔
』
の
日
本
へ
の

傳
來
時
期
は
未
詳
で
あ
り
、
平
安
期
論
義
書
の
撰
者
や
珍
海
ら
が
參
照

し
得
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。『
念
佛
鏡
』
の
流
傳
に
つ
い
て



平
安
後
期
に
お
け
る
謗
法
者
の
徃
生
を
め
ぐ
る
議
論
（
松
尾
）

（ 21 ）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉『
安
養
集
』、『
安
養
抄
』、『
淨
土
嚴
餝
抄
』、『
決
定
徃
生

集
』、
謗
法
者

は
、
加
籘
弘
孝
「『
念
佛
鏡
』
諸
本
の
系
譜
」（『
印
度
學
佛
敎
學
硏
究
』

六
五
︱

二
、
二
〇
一
七
・
三
→
『
唐
中
期
淨
土
敎
に
お
け
る
善
導
流
の

諸
相　
『
念
佛
三
昧
寶
王
論
』
と
『
念
佛
鏡
』
を
中
心
に
』
第
二
部
第

六
章
、
佛
敎
大
學
硏
究
叢
書
三
八
、
法
藏
館
、
二
〇
二
〇
・
二
）
參
照
。

（
63
）　
「
院
政
期
宗
敎
思
想
史
の
一
側
面
―
『
續
本
朝
徃
生
傳
』
惡
人
徃
生

譚
形
成
の
背
景
」（『
國
文
學
解
釋
と
鑑
賞
』
六
〇
︱

一
〇
、
一
九
九

五
・
一
〇
）。

（
64
）　

佐
籘
亮
雄
校
註
『
百
座
法
談
聞
書
抄
』（
南
雲
堂
櫻
楓
社
、
一
九
六

三
・
九
）
九
～
一
一
頁
、
一
一
～
一
二
頁
、
六
一
～
六
三
頁
。『
百
座

法
談
聞
書
抄
』
と
は
、
一
一
一
〇
年
二
月
か
ら
、
東
大
寺
な
ど
の
諸
寺

の
僧
侶
が
、『
法
華
經
』
や
『
阿
彌
陀
經
』
な
ど
を
講
じ
た
際
の
說
敎

の
聞
書
で
あ
る
。

（
65
）　

卷
上
、
第
二
十
「
沙
門
衟
昂
香
供
二
養
佛
一
徃
二
生
淨
土
一
」（
國
文
學

硏
究
資
料
館
編
、
阿
部
泰
郞
・
山
崎
誠
編
集
責
任
『
眞
福
寺
善
本
叢

刋
』「
傳
記
驗
記
集
」、
第
二
期
六
、
史
傳
部
二
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇

四
・
七
、
五
三
～
五
五
頁
）、
第
三
十
三
「
尺
信
惠
聞
二
大
乘
方
等
經
典
一

徃
二
生
淨
土
一
」（
同
右
、
八
〇
～
八
一
頁
）
な
ど
。
い
ず
れ
も
出
典
未

詳
で
あ
る
。

【
附
記
】
小
稿
は
、
早
稻
田
大
學
東
洋
哲
學
會
第
四
十
囘
大
會
（
二
〇
二
三
・

六
・
一
〇
、
於
早
稻
田
大
學
）
で
の
發
表
を
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
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